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生物多様性がどのように決まるかを理解することは
生態学の最も重要な課題の一つです。生物多様性の決
定には、生物間の相互作用が重要な役割を果たしている
と考えられてきましたが、野外の生物群集においてこの
関係を詳細に解析した研究はこれまでほとんどありま
せんでした。本研究では、環境中の生物を網羅的に検出・
定量できる定量的環境 DNA メタバーコーディングとい
う技術と、多種の時系列データを元に野外の生物間相互
作用ネットワークを再構築する非線形時系列解析を用
いて、この重要課題に取り組みました。

この研究ではまず、京都大学生態学研究センターの圃
場に小型の実験水田を5つ作り、その中に定着する生物
群集を定量的環境 DNA メタバーコーディングにより連
続的にモニタリングしました。実験水田5プロットから
5月下旬から9月下旬まで、1日1回、122日間に渡って採
水を続け、その水を濾過したフィルターから環境 DNA
を抽出しました。その後、MiSeq シーケンサーにより
DNA 配列を網羅的に解析したところ、小さな実験水田
から合計1万種以上、優占的なものに限っても1197種
もの生物の DNA が検出されました。

得られた1197種の生物の時系列データを非線形時系
列解析を駆使して解析し、生物種間の相互作用の強さ
を 定量 し、相互作用 ネ ッ
トワークを再構築しまし
た。野外生物群集 の ネ ッ
トワークを再構築できた
ことで、ついに「野外生物
群集において種数と相互
作用の関係を調べる」た
めのスタート地点に立つ
ことができました。

得られたネットワーク
を 詳細 に 解析 す る と、興
味深い特徴が明らかとな
りました。群集内の生物
種数 が 多 い と き は、生物
は「弱い相互作用を多く
持つ」一方で、種数が少な
いときは「強い相互作用
を少数持つ」傾向が見ら
れました。このパターン
は、生物種あたりの「相互

作用強度の合計」がある程度一定であることを示唆して
おり、実際、群集内の種数が増大しても、この「相互作用
強度の合計」が増え続けるということはありませんでし
た。

そこで「相互作用強度の合計」を「相互作用容量」と
定義し、種数と相互作用容量の関係を簡潔な数理モデル
で表現しました。この数理モデルに基づき、実験水田の
種数のパターンや既存文献の種数のパターンの予測を
試みたところ、様々な生物群集の種数を精度良く予測す
ることが可能でした。これらの結果に基づき、ある生物
がどのくらい他種と相互作用できるか、つまり「相互作
用容量」が生物群集の多様性の決定機構の中心にあるの
ではないか、という仮説を提唱しました。相互作用容量
の高い生物が集まれば、多くの相互作用を持った多様性
の高い群集の維持が可能になり、その逆も起こりえます。
つまり、熱帯林のような系では、多くの生物の相互作用
容量が高く維持されており、それが高い生物多様性の根
源なのかもしれません。本研究で提唱した「相互作用容
量仮説」は様々な生態系における生物群集の種数・種間
相互作用・個体数変動、さらにはそのメカニズムまでも
統一的に説明できる可能性を秘めています。

生物多様性の決定機構に新仮説 
 －「他種との相互作用をいくつまで持てるか」が鍵？－

RESEARCH HIGHLIGHTS

京都大学白眉センター・特定准教授　
専門は環境 DNA 分析・統計解析

潮 雅之
うしお  まさ ゆき

▲図　実験水田から採水し、生物群集をモニタリングし、そのデータから相互作用ネットワークを再構築し
ました。右図は生物種間の相互作用ネットワークを表しています（例えば紺色の線は細菌が他の種に及ぼす
影響を示しています）。　　



Uno H, Fukushima K, Kawamura M, Kurasawa A, Sato T (2022) Direct 
and indirect effects of amphidromous shrimps on nutrient mineralization in 
streams in Japan, Oecologia 198: 493-505. DOI: 10.1007/s00442-022-05119-6
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海から遡上するサケの死骸が河川やその周辺に生息する
様々な動物にとって大切な餌となることはよく知られていま
す。一方で日本の南部を含む熱帯から亜熱帯地域で特に多く
遡上する両側回遊タイプのハゼ類、巻貝類、および甲殻類な
どの多様な生物が果たす役割については、その主要な生息域
である熱帯域において生態系研究があまり活発でないといっ
たような理由もありこれまであまり着目されてきませんでし
た。本研究では両側回遊生物の中でも特に海辺の山地河川に
とても高い密度で生息し、河川生態系に大きな影響をおよぼ
すことが予想される小型エビ類の役割に着目しました。

本研究は小型エビ類の有無が河川生態系について与える影
響を評価するため、野外での実験や、エビや底生昆虫の飼育、
さらには条件の異なる河川間での比較調査など様々なアプ
ローチを組み合わせて行われました。まずエビの有無が河川
生態系に与える影響について直接的に検証するため、和歌山
県白浜町の高瀬川で小エビの有無を操作する野外操作実験を
行いました。イノシシ除けの電気柵を改造して作成したエビ
除けの電気柵を複数川底に設置し（白浜町および近隣住民の
許可を得て実施）、約一カ月間河川の一部から小エビを除去し
ました。そしてこの区画と小エビを除去しない対照区画とを
比較することにより、小エビがいる区画では、底質有機物が
減少し（おそらく小エビが食べてしまうため）、その下の底生
藻類が繁茂、さらに水生昆虫など他の生物相を変えてしまう
ことを明らかにしました。さらに小エビの存在が川底の生物
相を介して栄養塩動態に与える影響を評価するため、小エビ
および他の底生生物（カゲロウやトビケラなど）を個体別に
飼育して栄養塩の排泄速度を計測しました。その結果、エビ
が存在することで川底の動物全体からのアンモニアの排泄速
度が 2.5 倍に高まることを示しました。最後に、これまでの実
験から推定されるエビの影響が、実際にエビの密度の異なる
河川間のパターンとして見られるのかどうかを検証するため、
紀伊半島南部の富田川水系・日置川水系・古座川水系におい
て、ダムなどにより海と分断されてエビの密度が低い河川と、
逆に海とつながっていてエビの密度が高い河川などを含めた、
小エビの密度が異なる 13 の支流の生物相と水中の栄養塩を

調査しました。結果、実験でエビの有無を操作した際と同様
の傾向は、海との分断の条件が異なる河川間の環境の相違と
しても確かめられました。河川水中の栄養塩に関しては、海
とのつながりが強くエビの密度の高い河川においては硝酸態
窒素濃度が高い傾向がみられ、エビの存在によって増加した
動物由来のアンモニアが川底の堆積物内で硝化されることで
河川水中の硝酸態窒素濃度を上昇させることが示唆されまし
た。本研究から、海と川の間を回遊する両側回遊性小エビの
存在が河川生態系の生物群集・川底の有機物量・栄養塩循環
などに大きな影響を与えることが明らかになりました。

河川生態系の状態にはその河川の上流部や流域の陸上環境
が影響することはよく知られていますが、本研究では川と海
のつながりも回遊生物を介してその河川の状態に大きな影響
を及ぼすことを示しました。特に両側回遊性生物が河川の栄
養塩循環にまで影響を与える可能性を報告したのは本研究が
世界でも初めてです。サケやウナギに比べると小さくてしか
も夜行性なので目立たない小エビたち。目立たないけれどい
るところには大量にいて、生態系で大切な役割を果たしてい
ます。私たちが気づかないうちに彼らの住処を奪ってしまわ
ないように、小さな動物たちの声にもしっかりと耳を傾けて
いく必要がありそうです。

▲図１　両側回遊性エビの生活史
川・海・物質循環の研究者の共同研究の成果です。

宇野 裕美
う   の　  ひろ  み

日本学術振興会・特別研究員（CPD）
（北海道大学　環境科学院）

専門は河川生態学・生物間相互作用

海から遡上する小型エビ類が川の生態系を大きく変える
 －海と川のつながりが担う役割－
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福島 慶太郎
ふく しま　けい  た   ろう

福島大学　農学群　食農学類・准教授
専門は生態系生態学

▲図 2　電気柵による野外操作実験（a.b）、ヤマトヌマエビ (c)、栄養塩分析の様子 (d)

a.

b.

c. d.

▲図 3　本研究で明らかになった小エビが河川生態系に与える影響
小エビがいると底生有機物が減少してその下の底生藻類が繁茂。底
生有機物を食べるユスリカなどの水生昆虫が減少し、藻類を食べる
コカゲロウなどの水生昆虫が増加する。エビの存在により底生動物
全体から水中へのアンモニアの排泄率が上昇することが確かめられ、
河床堆積物中でのアンモニアの硝化を介して河川水の硝酸態窒素濃
度にも影響が及ぶことが示唆された。



Uno H, Yokoi M, Fukushima K, Kanno Y, Kishida O, Mamiya 
W, Sakai R, Utsumi S (2022) Spatially variable hydrological and 
biological processes shape diverse post-fl ood aquatic communities. 
Freshwater Biology . 67 (3): 549-563. DOI: 10.1111/fwb.13862
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氾濫原は河川の氾濫の繰り返しにより形成される地形です。
河川の氾濫時には河川水が侵入し、氾濫原の水辺環境は大きく
変化します。人はより多くの土地を安定的に利用するため、こ
れまで河川の直線化やダム建設による水量コントロールをして
きた結果、日本中世界中でほとんどの天然の氾濫原生態系は失
われてしまいました。氾濫原はとても貴重な生物の生息地であ
る一方で、そのアクセスの悪さ・川の水量により刻々と変化す
る特性などから氾濫原生態系の仕組みについての研究があまり
なされてきませんでした。本研究では、北海道大学雨龍研究林
に残存する希少な天然氾濫原において、雪解けによる氾濫時か
らその収束までの一カ月半にわたりフィールドに密着し、氾濫
原の水の流れがどのように変化し、魚や両生類・水生昆虫やプ
ランクトンを含む多様な生物がどのように応答するのかを徹底
的に調べることで、世界でも類のない河川氾濫時の氾濫原生態
系の応答について研究しました。

本研究の結果、まず天然氾濫原の物理的な特徴として、低水
時に氾濫原に多くみられる三日月湖（旧河道）も洪水時には河
川本流からの水が流れ込んで川の流れの一部となること、そし
て氾濫が治まるにしたがってそれらの三日月
湖も順々に河川から切り離されていくことが
分かりました。さらに、河川の氾濫に伴って
河川に生息する魚の稚魚が三日月湖に入り込
んだり、両生類の産卵が起こったりと、多く
の生物が氾濫に応答します。それぞれの三日
月湖における『氾濫ピーク時の流れの有無』

『氾濫収束時の流れの止まるタイミング』『低
水時の流れの有無』など氾濫時の水動態の履
歴が、氾濫収束後の生物相に大きく影響する
ことが明らかになりました。氾濫ピーク時に
水の流れないところには魚が侵入できない一
方で、止水性プランクトンや両生類が大増殖
します。氾濫時に河川水が流れ込み、収束に
伴って流れの止まるところでは流れの止まる
タイミングに応じて、ヤチウグイやイトウ幼
魚・スナヤツメなど氾濫原を好む魚の他、多
くの両生類の幼生が棲み分けていました。低
水時にも河川水が流れ続けるところでは、イ
ワナやヤマメなどの渓流魚が卓越しカゲロウ
やカワゲラ・トビケラなどの多様な水生昆虫
がみられる一方、氾濫原に見られるプランク
トンや両生類・止水性などの魚などは見られ
ませんでした。全体として、『繰り返す河川
の流路変更により形作られる三日月湖などの
氾濫原の複雑な地形』と『季節に応じた河川
の流量変動』が水生生物にとって多様な環境

を作り出し、様々な生物が氾濫原に生息することを可能にして
いるといえます。

本成果は天然の氾濫原が生物にとって重要な生息地であり、
さらに季節流量変動や河川の地形が多様な生物の共存を支える
ということを示す重要な研究です。直線化された都市河川を自
由に氾濫させることは難しいですが、本研究の成果は河道内の
限られた範囲においてもより効率よく氾濫原を利用する生物を
棲まわせることのできる川づくりの実現などに向けて、重要な
情報を提供します。河川工学の研究者・河川管理者らとも共同
して本成果を人と自然の双方にとってより良い河川管理に活か
していきたいと思います。
「失われつつある自然本来の氾濫原生態系の姿を描きだした

い」という強い思いをもって 2017 年に始めたこのプロジェク
ト、研究を進める過程は文字通り暗中模索の泥沼でした（いろ
いろな意味で）。氾濫原というのは本当にアクセスするのも大変
で、氾濫中は環境も刻々と変化してとらえどころがない。この
氾濫原という環境の特徴を捉えてまともに研究することができ
るようになるまで数年間、成果の出ない苦しい期間が続きまし
た。そんな中も、本プロジェクトを見捨てることなく、一緒に
泥の中で蚊やアブやブヨにたかられながらもがき苦しんでくだ
さった共同研究者のみなさん、そしてフィールドワークを手伝っ
てくださった多くの皆さんに心から感謝したいと思います。

水の満ち引きが多様な生物の共存を実現 －自然氾濫原において多くの生物
の共存を可能とする河川氾濫の役割－
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2021年3月京都大学理学研究科
（生態学研究センター）修士修了　

横井 瑞士
よこ  い　  みず  し

▲図 3　ドライスーツを着て、ブヨ
除けのフェイスマスクと軍手をして、
お化けミズバショウを踏みしめて行
うフィールドワーク

▲図 2　本研究で明らかとなった、多様な生物の
共存の鍵となっている氾濫原の地形と水動態。

宇野 裕美
う   の　  ひろ  み

日本学術振興会・特別研究員（CPD）
（北海道大学　環境科学院）

専門は河川生態学・生物間相互作用

▲図 1　雪解け氾濫で何本にも枝分かれして流れ下る天然の氾濫原河川（左 (a)）。氾濫原に
棲む生物（右）上段左からエゾアカガエル (b)、エゾサンショウウオ (c)、ケンミジンコ (d)、
モンカゲロウ (e)、そして下はイトウ (f)。

b. c.

a.

d. e.

f.
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１．国立大学附置研究所・センター会議とは

我が国の国立大学には、多くの附置研究所や研
究センター（以下、附置研・センター）が設置され
ています。附置研・センターは、全体として理工学
系、医学・生物学系、人文・社会科学系の幅広い学
問分野を網羅し、先端的な研究課題、多様な学際
的課題、あるいは長期的視野に立った基礎課題を
追究しています。

附置研・センターでは、特定の学問分野について
重点的に、研究およびシンポジウム開催などの研
究に関連する諸活動が行われています。このこと
は、当該分野の研究をより効率良く発展させ、先
端研究の場を学生・若手研究者に提供することに
より、次世代研究者の育成や大学の機能強化への
貢献にもつながっています。また、附置研・センター
は、その多くが共同利用・共同研究拠点として、当
該学術分野における研究の牽引力としてだけでな
く、国内外の研究者コミュニティに開かれた研究
支援体制を整備し、研究の基盤ならびに共同研究
の機会を提供することによって、個々の大学の枠
を超えてわが国の学術研究を支えています。

国立大学附置研究所・センター会議（以下、本会
議）は、国立大学が法人化された２００４年度に「文
部科学省所轄並びに国立大学附置研究所会議」を
継承して発足しました。２０２２年４月現在、全
国の32国立大学法人に設置された105の附置研
究所と研究センターで構成されています。

２．国立大学附置研究所・センター会議の構成と
活動

本会議は、全国の国立大学法人に設置された附
置研究所および研究センターの所長・センター長
が相互に緊密な連絡と協力を行うことによりわが
国の学術研究の振興を図ることを目的とした組織
であり、国立大学法人の附置研究所及びこれに準
ずる研究センターの所長・センター長を会員とし

て組織されております。本会議には、その研究分
野により第1部会（理工学系）、第2部会（医学・生
物学系）、第3部会（人文・社会科学系）の3つの部
会が設置され、会員はいずれかの部会に属してい
ます。本会議の役員は、総会で互選された会長な
らびに副会長（各部会長を兼ねる）3名と、会計監
査2名で構成されています。また、会議の実務を担
当する組織として各部会から委員を選出する常置
委員会が設けられており、定期的に会合を開いて
総会での議決にもとづいて附置研・センターに関
する重要事項について調査企画し、随時必要な連
絡・調整にあたっています。

本会議の活動としては、所属する各研究所・セン
ター間および文部科学省担当課などとの情報交換
と学術交流、わが国の学術研究政策に対する問題
提起や提言、国立大学法人、特に附置研究所・セン
ターが行っている学術研究の意義やその成果につ
いての広報などがあります。毎年初夏に全会員が
集まる総会、および各部会が2日にわたって行わ
れ、これらの機会では文部科学省の担当課による
政策動向説明と質疑応答が行われるなど、附置研・
センターにおける研究活動全般についての意見交
換が行われ、またわが国の学術研究の将来計画な
どが議論されます。これらの議論を元に、本会議
と国立大学共同利用・共同研究拠点協議会が協力
して、文部科学大臣や総合科学技術会議に対して
学術政策に対する提言などを行っています。さら
に各部会が企画・開催する一般市民に向けた公開
シンポジウムや講演会は、各地で研究の最先端を
紹介するための広報活動となっています。

３．本会議における当センターの役割と、我
が国の学術政策動向における附置研・セン
ターの貢献

京都大学生態学研究センターは、２０２２年度、
本会議の会長部局を務めることとなりました。当
センターのように小さな部局が、全国の国立大学

国立大学附置研究所・センター会議のご紹介

2022 年度会長　中野 伸一
なか  の　  しん いち

京都大学生態学研究センター・教授
専門は水域生態学
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の附置研・センターを束ねる役割を果たすのは異
例であり、何よりも私自身が本会議の会長という
重責は未経験です。今後の皆様の温かいご支援と
ご協力を、何卒よろしくお願い申し上げます。

さて、今年度より国立大学は第４期中期目標計
画期間に入りました。第４期におきましても、ミッ
ション実現加速化係数はすべての国立大学に課さ
れております。文科省としては、各大学の経営改
革を推進させると共に、その行動変容を促す仕組
みとして、運営費交付金の配分については各大学
からの申請・提案を厳正に審査し、メリハリある
配分を行うとのことです。すなわち第４期では、
国立大学の活動全体の実績・成果等について共通
指標により客観的に評価を行うことで一層の経営
改革を推進し、各国立大学が担う特有のミッショ
ン実現のために必要な取組を推進するとともに、
社会的なインパクトの創出に向けた戦略的な強化
を後押しするとのことです。これらを通じて、大
学の改革努力を的確に反映させ、全体として学内
の取組状況ではなく、アウトカムを重視するとの
ことです。

また、昨年度から概算要求の方向性が大きく変
わり、改組などの組織整備がメインとなり、研究
に使えるプロジェクト経費の確保が大変難しくな
りました。これは文科省が、国立大学に対して定
常的な活動に止まることなく、自律的・戦略的な
経営を進め、新たな活動展開を求めている意思表
示であるとのことです。そして、その活動基盤と
して学内組織の不断の見直しや学内資源の再配分
による組織整備を通して教育研究組織の整備や強
化を行うのですが、このことは附置研・センター
に従来求められてきたものです。

さらに、昨今話題となっている大学ファンドは、
附置研・センターが直接関係する重要な取り組み
です。大学ファンドの狙いは日本全体の研究力を
引き上げることにあり、これにはトップレベルの
研究大学のみならず、地域の中核大学や特定分野

の強みを持つ多様な大学の機能を強化し、総合振
興パッケージを策定して一体的に支援するとして
います。このことにより、実力と意欲を持つ大学
の個々の力を強化するのみならず、先進的な地域
間の連携促進や、社会実装を加速する制度改革な
どと併せて、国が総力を挙げてサポートするとの
ことです。これらが実現すれば、地域社会の変革
のみならず、我が国の産業競争力強化やグローバ
ル課題の解決にも大きく貢献するでしょう。大学
側には、自身の強みや特色を伸ばす戦略的経営を
展開することで、ポテンシャルを抜本的に強化す
ることが求められています。一方、大学に対しては、
拡張されたポテンシャルを社会との協働により最
大限発揮し、主体的に社会貢献に取り組むことで、
社会を変革させることが期待されています。

国立大学は、我が国の公共財として、学術的価値
だけでなく、社会、経済、国民生活等の進歩にどれ
だけ影響を与えることができるか、国民や社会か
らの理解を得つつ、社会的なインパクトを創出す
る取組を分析し、戦略的な強化に取り組むことが
求められています。そのような状況の中、各大学
の附置研・センターにおいて従来独自に培われて
きた特色のある研究教育活動は、大学の個性創出
に大きく貢献しており、各大学の強み、さらには
看板になっているケースもあります。附置研・セ
ンターは、我が国の多様で個性的な大学群の形成
と、知のフロンティアを開拓し価値創造の源泉と
なる研究力の強化により一層の貢献を果たすため、
各大学の特性に立脚した研究力の向上に努めたく
思います。

参考 URL および文献：
●　 国立大学附置研究所・センター会議　http://shochou-kaigi.org/
●　国立大学共同利用・共同研究拠点協議会　http://www.kyoten.org/
●　 文科省研究振興局・大学研究基盤整備課の配布資料「大学等の研究力強化に向けた取組について ～研究大学コンソーシアムシンポジウム（第

５回）～」、２０２１年１０月２９日、　https://www.ruconsortium.jp/uploaded/attachment/118.pdf
●　 第４期中期目標期間における 国立大学法人運営費交付金の在り方に関する検討会４期中期目標期間における国立大学法人運営費交付金

の在り方について審議まとめ、２０２１年６月１８日、　https://www.mext.go.jp/content/20210624_mxt_hojinka_000016041_2.pdf
●　「科学技術・イノベーション基本計画、２０２１年 3 月 26 日、　https://www8.cao.go.jp/cstp/kihonkeikaku/index6.html

▲図：国立大学附置研究所・センター会議のロゴマーク



理学研究科・理学部相談室との懇談会を開催しました

不思議な寄生虫ハリガネムシの研究紹介
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京都大学
生態学研究センター

准教授

佐藤 拓哉
 さ   とう　たく  や

生態学研究センター人権委員会の活動として、12月10日に京都大学大学院理学研究科・理学部相談室
の山本斎先生と Zoom での懇談会を開催いたしました。教員や研究室秘書の皆様に事前にアンケートに
お答えいただき、どのような「困り事」などがあるかを集約し、人権委員長の木庭と山本先生の間で事前
打ち合わせをした上で、ざっくばらんにいくつかの議題についてフリーディスカッションを実施いたし
ました。懇談内容についてはその性格上説明は省略させていただきますが、大学での教育研究における
さまざまな側面で、いろいろなすれ違いなどが生じる可能性があること、それに対して、個別具体的な問
題もあれば、深いところでは共通した悩みもあることなど、有意義な情報交換となりました。

今後もこのような取り組みを続けて、よりよい活動環境のためのベースを作り、改善してゆければと
考えております。

京都大学
生態学研究センター

教授

木庭 啓介
 こ　 ば　 けい すけ

2022年5月8日放送の NHK ダーウィンが来た！「世界初撮影 ! カマキリが鳥を狩る」のミニコーナーで、
佐藤准教授らの「寄生虫ハリガネムシによるカマキリの行動操作」に関する最新の研究成果が紹介され
ました。鳥をも狩って食べてしまう強いカマキリですが、実はしばしばハリガネムシという寄生虫に寄
生されてしまいます。このハリガネムシは、自らが産卵する河川や池に移動するために、寄生していたカ
マキリ（以下、感染カマキリ）を水に飛び込ませてしまいます。これまで、感染カマキリは、水面からの明
るい反射光に引き寄せられて入水すると考えられてき
ました。しかし、河原の砂利や光沢のある葉など、光を強
く反射する場所は自然の中にたくさんあります。感染カ
マキリがそうした明るい場所にいちいち誘引されてい
ては、ハリガネムシは川や池にうまくたどり着けません。
これに対して、佐藤准教授らの最新の研究から、感染カ
マキリは、水面からの反射光に特に多く含まれる水平
偏光に誘引されて水に飛び込んでいることが明らかに
なってきました。佐藤准教授と大学院生の澤田君らは
現在、ハリガネムシがどのようにして、カマキリの偏光
走性を高めているのかを解明しようとしています。そ
の研究成果が再び、「ダーウィンが来た！」などで紹介
される日が来ることをご期待ください！

▲入水したハラビロカマキリHierodula patellifera から脱出中
のハリガネムシ Chordodes formosanus（撮影：佐藤拓哉准教授）

人権委員会の

活動報告

佐藤准教授がNHK
「ダーウィンが来た！」
に出演しました



病気をめぐる生態学：疫学モデルから見えること

◆プログラム◆

趣旨説明
　　山内 淳（京都大学生態学研究センター）

「感染症数理モデルの基礎」
　　稲葉 寿（東京大学大学院数理科学研究科）

「感染症数理モデルの人間社会への応用」
　　梯 正之（広島大学大学院医系科学研究科）

「免疫やワクチンをかいくぐって進化するウイルスを数理で捕まえる」

　　佐々木 顕（総合研究大学院大学先導科学研究科）

全体質疑・まとめ
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 コロナウイルスの蔓延が大きな問題となっている昨
今、感染の拡大速度の指標である「R0」をはじめ、疫
学の理論の一端に報道などを通じて触れる機会が少
なくありません。疫学は、人と病原体をめぐる生態学
であるといえます。そしてその問題を理論的に扱う
理論疫学は、理論生態学と相互に関連しながら発展
してきました。

本講演会は、病気に関する理論研究の第一人者３
名をお招きし、疫学理論の研究の実際を一般のかた
向けにわかりやすく解説していただく機会として企
画しました。３名の研究者から疫学理論の基礎、実際
の病気の理論的解析、病気の進化理論、という３つの
側面からお話しいただき、それによって疫学モデル
の役割と方法論を広く知っていただくことを目的と
しました。加えて、この講演会を通じて理論疫学と相
補する理論生態学という研究分野の存在をアピール
することも目指しました。また本講演会は、アカデミ
アにおいて基礎研究と応用研究とが、どのように有
機的につながっているのかを示す機会とも位置付け
られます。日ごろ研究とは距離のある一般市民の皆
様に、こうした研究の実際について広く知っていた
だく機会を提供するものとなりました。その講演会
の概要は以下の通りです。

Zoom を用いたオンラインでの開催でしたが、当日
は80名ほどのアクセスがありました。３名の講師の
方々はそれぞれ、疫学の歴史から紐解いてその発展
をお話しいただきました。病気の蔓延が人類とその
文明に大きな影響を与えた事例を紹介しつつ、それ
を踏まえて病気の感染過程がどのように理解される

ようになっていったかを解説していただきました。
疫学モデルという分野の性格上どうしても数式があ
る程度出てきてしまいますが、稲葉先生はそうした
感染症の理論モデルの基本的な考え方とアプローチ
を、初歩的なモデルの構造まで立ち返りながら分か
りやすく説明していただきました。梯先生は日本に
おける疫学モデルのパイオニアですが、その長いご
経験の中で取り組んでこられたいくつかの事例を紹
介し、感染症の特性をどのように明らかにしてきた
のかをお話しいただきました。佐々木先生は、病気の
進化に関する理論研究を多く進めておられますが、
今回は、免疫やワクチンなどによる抑制を頻繁に受
ける病気ほど強い毒性を示すように進化する可能性
があるという、最近の研究成果を分かりやすく解説
されました。

講演会全体を通じて、基礎から公衆衛生そして進
化まで広がる疫学モデルの世界を概観できる、また
とない機会を提供できたと思います。講師の皆様、そ
して聴衆の皆様、本当にありがとうございました。

その他のお知らせ─

京都大学
生態学研究センター

教授

山内 淳
 やま うち  あつし

第 1
3回

京都大
学生態学研究

センター シリーズ公開講演会

▲稲葉 寿先生

▲梯 正之先生

▲佐々木 顕先生



博士

M A R R E ,                                                                      
Maxime

Sexual differences in compositions and effects of flower microbes on a dioecious plant Mallotus japonicus(Euphrobiaceae) 
（アカメガシワ（トウダイグサ科）における花圏微生物叢とその影響の性差）

武田 和也 Effects of flower characters on interactions with diverse flower visitors
（花形質が多様な訪花者との相互作用に与える影響）

湯本 原樹 Molecular ecology of season/altitude-specific longevity and function of leaves of an evergreen perennial, Arabidopsis halleri
subsp. gemmifera

（常緑多年草ハクサンハタザオにおける季節・標高特異的な葉の寿命と機能に関する分子生態学的研究）

修士

倉澤 央 琵琶湖からの遡上魚が河川生物群集に与える影響
(Effect of migratory fishes from Lake Biwa on stream communities)

舟川 一穂 安定同位体比分析を用いた野生ニホンザル群の食性解析
宮城 愛夏 内生菌が宿主植物の生育及び遺伝子発現に与える影響
矢島 大意 ウナギ養殖水槽内の細菌叢の 119日間の時系列解析
吉田 潤哉 琵琶湖における原生生物タイヨウチュウの現存量の季節動態
菅原 佳奈子 クズ［Pueraria lobata (Willd.) Ohwi］の開花・結実の決定要因に関する研究
瀬川 有太郎 植物の個体間相互作用が被食防衛と資源獲得への投資の共進化に及ぼす影響

(Joint evolution of plant anti-herbivore defense and investment for resource acquisition under interspecific interactions)

田島 幸太郎 アブラナ科植物における種子粘液の放出パターンとその付着に対する効果
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2021年度　生態研セミナー開催報告
◉毎月第3金曜日（3月・8月は除く）に、センター外の方々も自由に参加できるセミナーを開催しています。本セミナーは生態学研究セン
ターにて開催し、会場への直接参加による視聴と合わせて、講師の同意が得られる場合にはWeb上 でもセミナーのリアルタイム配信を行
なっています。2020年度は COVID-19 の影響により会場で講演を行うことは中止し、Zoom を用いたオンラインセミナーとしてのみ
計9回開催しました。これについてもWeb配信に準じて扱い、講師の同意が得られた場合には外部に公開しました。

開催日 タ 　 イ 　 ト 　 ル 講 演 者 所 　 属
第 324 回 4 月 16 日 Soil microorganisms and climate change: current knowledge and 

prospects
A l b e r t o 
Canarini

京都大学生態学研究センター

ノコギリカメムシにおける新規な微生物共生系 西野 貴騎 京都大学生態学研究センター

第 325 回 5 月 21 日 極微量炭酸塩の高精度安定同位体比分析システムの開発と応用研究 石村 豊穂 京都大学大学院人間・環境学研究科

様々な環境傾度に沿った森林生態系の窒素循環の変化 舘野 隆之輔 京都大学フィールド科学教育研究センター

第 326 回 6 月 25 日 コムギ、エギロプス属植物の小進化と異質倍数化 吉田 健太郎 京都大学大学院農学研究科

植物と虫の分子レベルでの駆け引き 有村 源一郎 東京理科大学先進工学部

第 327 回 7 月 16 日 生物から学ぶ可逆的接着技術 細田 奈麻絵 国立研究開発法人　物質・材料研究機構

東南アジア熱帯に見られる風変わりな葉形態形成の仕組みを探る 塚谷 裕一 東京大学大学院理学系研究科

第 328 回 9 月 17 日 多種共存の生態-進化フィードバック 山道 真人 クイーンズランド大学生物科学科

ヒト-腸内微生物の共多様化と哺乳類の生態や進化に与える微生物の意義 鈴木 太一 マックスプランク発生生物学研究所 腸内微
生物科学グループ

第 329 回 10 月 15 日 Individual Variation in Communication Among Plants R i c h a r d 
Karban

University of California, Davis / Visiting 
Professor, Center for Ecological Research, 
Kyoto University

血縁認識に基づいた植物間コミュニケーション 山尾 僚 弘前大学農学生命科学部

第 330 回 11 月 26 日 樹木の個体間競争は個体のどのような変化をともなうか？ 隅田 明洋 京都府立大学大学院生命環境科学研究科

ブナ個体の根系/地上部（呼吸、重量、表面積）配分スケーリング―水獲
得から炭素獲得型へのシフト―

森 茂太 山形大学農学部

第 331 回 12 月 17 日 生物群集による寄生者感染動態の制御：ハリガネムシ感染経路における
中間・終宿主の種多様性効果

佐藤 拓哉 京都大学生態学研究センター

生物多様性と感染症：ベクター媒介性感染症リスクへのベクター種数の効果 瀧本 岳 東京大学大学院農学生命科学研究科

第 332 回 1 月 21 日 シロイヌナズナにおける高温順化の分子機構 山口 暢俊 奈良先端科学技術大学院大学

季節トランスクリプトームで迫る植物の適応進化 西尾 治幾 滋賀大学データサイエンス教育研究センター

第 333 回 2 月 18 日 高頻度観測と国際連携による新たな湖沼研究の展開 松崎 慎一郎 国立環境研究所・生物多様性領域

水圏生態系におけるウイルスの役割 沈 尚 京都大学工学研究科、現・国立環境研究所琵
琶湖分室

日付 学校名 内容 担当・講演者 開催場所
7 月 8 日　 滋賀県立彦根東高校 ハダニの光に対する反応について、研究のアドバイス。ハダニ飼育方法の

説明。
小澤 生態学研究センター

10 月 1 日 滋賀県立膳所高校 葉の香りは自然の中でどのような役割をはたしているのだろう？ 髙林 滋賀県立膳所高校

2021年度　中学生、高校生等対象の研修・講習会の報告

2021年度　博士・修士学位取得者と論文タイトル



25

京都大学生態学研究センター
  運営委員会（第 74 回）議事要旨

日　時：　令和 4 年３月 10 日（木）10：00 ～ 11：10
場　所：　zoom によるオンライン
出席者：　運営委員 27 名

○出席者は２７名であり、過半数の１４名を超えており、会議成立
が報告された。
○前回（第７３回（令和３年３月１１日開催））運営委員会議事要旨
について、メール審議により承認されているが、確認された。

（報　告）
１．運営委員会委員について

中野センター長から、資料１に基づき、４月以降交代のある運営
委員について、報告された。

２．センター外部評価について
中野センター長から、資料２に基づき、令和２年３月３０日開催

の外部評価委員会にて評価いただいた外部評価報告書について、報
告された。

３．機能強化促進制度について
中野センター長及び木庭副センター長から、資料２に基づき、機

能強化促進制度については、女性教員比率の目標達成、若手教員の
育成体制、各分野の動向や将来性を踏まえた組織再編が評価の観点
となり、達成状況に応じて定員削減が実施される旨の説明があり、
これから大学の審査を受けることが報告された。

４．センター３０周年記念事業について
中野センター長から、コロナ禍を考慮しオンライン形式による記

念式典及び記念講演会について、令和３年１１月１９日に実施した
ことが報告された。

５．センター一般公開について
中野センター長から、資料４に基づき、センター一般公開が本学

隔地のセンター・附置研究所が一般市民向けに公開する京大ウイー
クスの一環として、令和３年１０月２３日にコロナ禍を考慮し２８
人に限定して実施され、好評であったことが報告された。

６．公開講演会「病気をめぐる生態学－疫学モデルから見えること－」
中野センター長から、資料５に基づき、今年度は病気に関する理

論研究の第一人者３名をお招きし、「病気をめぐる生態学－疫学モ
デルから見えること－」と題して、オンライン形式の講演会を２月
１６日に実施したことが報告された。

７．部局間交流協定について
中野センター長から、資料６に基づき、大韓民国国立生態院と令

和３年１１月３０日に部局間交流協定を締結したことが報告された。

８．令和３年度　外部資金の受入れについて
中野センター長から、資料７に基づき、科学研究費補助金以外に

受入れた外部資金について報告された。

９．令和３年度　職員の兼業について
中野センター長から、資料８に基づき、今年度承認された兼業に

ついて報告された。

10．令和３年度　協力研究員受け入れについて
中野センター長から、資料９に基づき、今年度採択された協力研

究員について報告された。

11．令和３年～令和４年度の研究生受け入れについて
中野センター長から、資料１０に基づき、今年度から来年度受入

れている研究生について報告された。

12．令和４年度招へい研究員について
中野センター長から、資料１１に基づき、コロナ禍の影響により

来日が延期となっていた次年度の招へい研究員の招へい予定につ
いて報告された。

13．令和４年度　学振特別研究員の受け入れについて
中野センター長から、資料１２に基づき、次年度に受け入れる学

振特別研究員について報告された。

14．その他
１）当センターの運営について、ご意見をいただいた。

・委員から、若手研究者の採用が先細りとなり、優秀な大学院生の進
学が少なくなる傾向がある中、生態学研究センターの状況につい
て質問があり、当センターでは修士課程進学は変わらないが、博士
課程進学は減少していることを説明された。

・委員から、生態フィールド学系の今後の部局統合について、名称は
個性を主張するものでなければ、同様の組織に淘汰される懸念が
あると意見があり、また、委員から生態学という名称を残すことが
重要であると発言があった。

２）工藤委員から、分子生態学の貢献活動について報告された。

京都大学生態学研究センター
共同利用運営委員会（第 31 回）議事要旨

日　時：　令和 4 年３月 10 日（木）11：15 ～ 12：00
場　所：　zoom によるオンライン
出席者：　共同利用運営委員 21 名、陪席 1 名

◯出席者は２１名であり、過半数の１２名を超えており、会議成立
が報告された。
○中野センター長が陪席することについて諮り、了承された。
○共同利用運営委員会（第２９回（令和３年３月１１日開催））議事
要旨、共同利用運営委員会（第３０回（令和３年１１月９日開催））メー
ル会議議事要旨（案）について、確認があり、承認された。

（議　題）
1．共同利用運営委員会委員について

木庭委員長から、資料１に基づき、４月以降交代のある共同利用
運営委員について、報告された。

2．令和３年度共同研究・研究集会・ワークショップの採択について
木庭委員長から、資料２に基づき、次年度の京都大学生態学研究

センター全国共同利用共同拠点における共同研究・研究集会・ワー
クショップの公募に対し、国際共同研究に１件、共同研究ａ６件、研
究集会に２件・ワークショップ４件の申請があり、専門委員会によ
る審査の経過について説明された。併せて、次年度の予算額が確定
せず、例年より遅い公募となったこと、予算が減額されたことを補
足された。予算配分の方針等について意見がかわされ、審議の結果、
採択案は承認された。

（報　告）
１．共同利用・共同研究拠点第３期期末評価について

木庭委員長から、第３期中期目標期間における活動をまとめた期
末評価について、Ａ評価と評価されたことが報告された。

２．令和３年度共同利用採択リストについて
木庭委員長から、資料４に基づき、令和３年度に共同利用として

採択された実績について、報告された。

３．その他
１）当センターの共同利用・共同研究拠点の運営について、ご意見をい

ただいた。
・木庭委員長から、共同利用・共同研究における異分野融合、学際融

合という側面について今後議論してゆきたいので、ご意見いただ
きたいと発言された。

・委員から、融合という点で既存の研究機関との差別化が重要とい
う発言がある一方、委員から、文系が入っていなければ学際研究と
して認められないと発言があった。

その他のお知らせ─
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2022年度 運営委員・共同利用運営委員名簿
運営委 員

 氏 　名 所 　属 任 　期

議長

中野 伸一 生態学研究センター長 2022.4.1～2024.3.31

第1号委員

木庭 啓介 生態学研究センター・教授 2022.4.1～2024.3.31

山内 淳 〃 〃

工藤 洋 〃 〃

石田 厚 〃 〃

酒井 章子 〃 〃

谷内 茂雄 生態学研究センター・准教授 〃

東樹 宏和 〃 〃　

本庄 三恵 〃 〃

佐藤 拓哉 〃 〃

第2号委員

國府 寛司 京都大学大学院理学研究科長　　　　　　2021.4.1～2023.3.31

澤山 茂樹 京都大学大学院農学研究科長 2022.4.1～2024.3.31

浅野 耕太 京都大学大学院人間・環境学
研究科長 〃

山本 衛 京都大学生存圏研究所長 〃

三重野 文晴 京都大学東南アジア地域研究研
究所長 〃

伊谷 原一 京都大学野生動物研究センター
長

〃

第3号委員

内海 俊介 北海道大学北方生物圏フィールド
科学センター・准教授 2022.4.1～2024.3.31

占部 城太郎 東北大学大学院生命科学研究科・
教授 〃

永田 俊 東京大学大気海洋研究所・教授 〃

可知 直毅 東京都立大学・特任教授 2021.4.1～2023.3.31

鏡味 麻衣子 横浜国立大学大学院環境情報研
究院・教授 2022.4.1～2024.3.31

村岡 裕由 岐阜大学流 域圏科学研究 セ ン
ター・教授 〃

陀安 一郎 総合地球環境学研究所・教授 〃

半場 祐子 京都工芸繊維大学応用生物学系・
教授 〃

塩尻 かおり 龍谷大学農学部・准教授 〃

巌佐 庸 九州大学・名誉教授 〃

佐竹 暁子 九州大学大学院理学研究院・
教授 〃

辻 瑞樹 琉球大学農学部・教授 〃

宮下 直 東京大学大学院農学生命科学研
究科・教授 〃

共同利用運営委 員

 氏 　名 所　 属 任 　期

第1号委員

木庭 啓介（☆） 生態学研究センター・教授 2022.4.1～2024.3.31

山内 淳 〃 〃

工藤 洋 〃 〃

石田 厚 〃 〃

酒井 章子 〃 〃

第2号委員

國府 寛司 京都大学大学院理学研究科長　　　　　　2021.4.1～2023.3.31

澤山 茂樹 京都大学大学院農学研究科長 2022.4.1～2024.3.31

浅野 耕太 京都大学大学院人間・環境学
研究科長 〃

山本 衛 京都大学生存圏研究所長 〃

三重野 文晴 京都大学東南アジア地域研究研
究所長 〃

伊谷 原一 京都大学野生動物研究センター
長

〃

第3号委員

内海 俊介 北海道大学北方生物圏フィールド
科学センター・准教授 2022.4.1～2024.3.31

占部 城太郎 東北大学大学院生命科学研究科・
教授 〃

永田 俊 東京大学大気海洋研究所・教授 〃

可知 直毅 東京都立大学・特任教授 2021.4.1～2023.3.31

鏡味 麻衣子 横浜国立大学大学院環境情報研
究院・教授 2022.4.1～2024.3.31

村岡 裕由 岐阜大学流 域圏科学研究 セ ン
ター・教授 〃

陀安 一郎 総合地球環境学研究所・教授 〃

半場 祐子 京都工芸繊維大学応用生物学系・
教授 〃

塩尻 かおり 龍谷大学農学部・准教授 〃

巌佐 庸 九州大学・名誉教授 〃

佐竹 暁子 九州大学大学院理学研究院・
教授 〃

辻 瑞樹 琉球大学農学部・教授 〃

宮下 直 東京大学大学院農学生命科学研
究科・教授 〃

☆議長
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2022年度 協力研究員名簿
氏　名 所　属　等 課　　題　　名

神谷 麻梨 京都大学 iPS 細胞研究財団 品質部 ゲノム解析
チーム・サブチームリーダー 野外のウイルス感染植物におけるリカバリー現象の解析

小沢 晴司 宮城大学　事業構想学群・教授 地域景観の魅力再発見と災害からの再生

三木 健 龍谷大学　先端理工学部・教授 琵琶湖の微生物群集に関する生物多様性および生態系機能の時空間動態の解明

奥田 昇 神戸大学　内海域環境教育研究センター・教授 琵琶湖流域の生物多様性と生態系機能に関する研究

宇野 裕美 北海道大学環境科学院・日本学術振興会　特別研
究員（CPD） 琵琶湖からの遡上魚が流入河川生態系に与える影響評価

大串 隆之 京都大学・名誉教授 間接効果概念の考究と啓発

風間 健宏 神戸大学 ROOT プログラム・研究員 琵琶湖 のプランクトンの生態解明

野崎 健太郎 椙山女学園大学　教育学部・准教授
1. 陸水環境を用いた科学教材の開発と教育実践
2. 無機酸性河川における溶存無機態炭素の重要性
3. 接合藻アオミドロ（Spirogyra）属の形態分類

森 豊彦 人と自然の共生ネット・会長 生態学的手法による地域活性化

岡崎 友輔 京都大学　化学研究所　化学生命科学研究領域・
助教 環境ゲノム解析を活用した琵琶湖微生物生態系の研究

陀安 一郎 総合地球環境学研究所　研究基盤国際センター・
教授 各種安定同位体比を用いた生態系解析

源 利文 神戸大学大学院　人間発達環境学研究科・教授 環境 DNA を用いた淡水域における生物相モニタリング法の開発とその応用

由水 千景 総合地球環境学研究所　研究基盤国際センター・
研究員 安定同位体比を用いた水域の物質循環研究

原口 昭 北九州市立大学　国際環境工学部・教授 泥炭形成植物の一次生産機能の解析

今井 一郎 滋賀県立琵琶湖博物館・特別研究員 / 北海道大
学・名誉教授

1. 植物プランクトンの生理・生態・生活環
2. 有害有毒赤潮の発生機構・発生予知・発生予防と駆除
3. アオコの微生物学的防除および発生予防

荒木 希和子 滋賀県立大学　環境科学部・講師 クローン性植物における分子生態学的研究

亀田 佳代子 滋賀県立琵琶湖博物館・上席総括学芸員 生態系における鳥類の機能および鳥類と人との歴史的関わりの解明

髙野 宏平 長野県環境保全研究所・自然環境部・研究員 ナベクラザゼンソウを始めとするサトイモ科植物の送粉生態の解明および長野
県の希少野生動植物の保全

武田 和也 龍谷大学・農学部・博士研究員 花上微生物叢の時空間変動性の検証

成田 哲也 琵琶湖の底生動物の長期的変遷

その他のお知らせ─

2022-2023 年度の協力研究員を募集しています
生態学研究センターでは共同利用・共同研究拠点として、開かれた研究活動を活発化するために、協力研究員制度を設
けています。協力研究員は、担当教員と相談のうえ、施設の一部をセンター員に準じて利用することができます。共同
利用施設の利用にあたっては、共同利用研究申請書を提出し、所定の手続をしてください。協力研究員は、本センター
の協議員会の議に基づきセンター長が委嘱します。なお、協力研究員は生態学研究センターの研究活動の協力者であり、
生態学研究センターに在籍する身分として認められるものではありません。

任期：2022 年 4 月 1 日〜 2024 年 3 月 31 日までの 2 年間
・申請は随時受け付けています。
・申込書を生態学研究センターのホームページ（http://www.ecology.kyoto-u.ac.jp/fellow.html）からダウンロード
いただき、下記の共同利用担当までメール添付にてお申込み下さい。
-------------------------------------------
 　【申請・問い合わせ先】
 　〒 520-2113　滋賀県大津市平野 2 丁目 509 － 3
 　京都大学生態学研究センター・共同利用担当
    　電子メール：kyodo-riyo[at]ecology.kyoto-u.ac.jp（[at] は @ に変えてください）

   電話：077 － 549 － 8200 
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今年は梅雨があっという間に終わってしまい、暑い夏がやってきま
した。今年は久しぶりに思い切り野外調査ができると意気込んでいる
方も多いかと思います。調査に耐える体力と自然現象に対する感性を
少しずつ取り戻しながら、研究を楽しみたいと思います（東樹宏和）。

─その他のお知らせ

表 紙について 　 　 　 　 　 　 　 　

編集後記
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生態学や生態学研究センターの研究を紹介するイベントとして、
オープンキャンパス 2022 を 4 月 4 日、ビデオ会議システムを使用
したネット配信で開催した。また、理学研究科生物科学専攻と共同
で生物系合同入試説明会を 4 月 24 日に開催した。

生態学研究センター公式ツイッターより。センターのイベント、ニュー
ス、研究成果、研究の様子などをお伝えしています（佐藤拓哉・吉浪理美）。

京都大学生態学研究センター
@CER_KyotoUniv

a)　スズメバチの巣がこんなところに…（6月8日）。
b)　圃場で見つけたナミテントウ。黒に赤い点のタイプは昔に比べて見
かける頻度が少なくなったような気がします（4月27日）。
c)　ムネアカオオアリの女王らしきアリにも遭遇しました。サイズ分か
りにくいですが、2cmくらいありました。本当に大きかったです！（5月
30日）
d)　圃場の草刈り作業中にヒバリの巣を見つけました（5月30日）。
e)　ヒバリ4羽の羽化を確認しました（6月9日）。
f)　和歌山県南部の河川でフィールド探索。アユやウキゴリ属が遡上し
ていました。フグやクロダイが川を泳いでいました（4月10日）。
g)　美しすぎます。銚子川（5月18日）。
h)　奈良の山奥でイワナ探索（5月31日）。

大学院進学のためのイベント

● 髙林純示教授が3月31日付で退職しました。
● 研究員の嘉美千歳・福島慶太郎・矢野栄二が3月31日付で退職

しました。
● 湯本原樹が4月1日付で特定研究員として採用されました。
● 大串隆之が4月1日付で研究員として採用されました。
● 新井宏受・MARRE, Maxime が6月1日付で研究員として採

用されました。
● 池谷透が7月1日付で研究員として採用されました。

センター員の異動

生態学研究センターニュースはこれまで年 2 回冊子体を印刷し、発行してまいりましたが、本号より、原則オンライン版で
の発行形態に移行いたしました。

センターニュースはバックナンバーを含め、センターホームページの以下のURL からご覧いただけます。
https://www.ecology.kyoto-u.ac.jp/newsletter.html#ct3

発行のお知らせメール配信の登録、配信先の変更、配信停止等をご希望の場合は、インターネット上の以下のフォー
ムより必要事項のご入力をどうぞお願いいたします。

https://ws.formzu.net/fgen/S75832635/

※図書室を運営される公的機関等へは、これまで通り冊子体版もお届けいたします。

生物多様性・生態系研究基金へのご寄付

2022年2月と6月の2回にわたり、
井上栄子様（故・井上民二教授夫人）よ
り生物多様性・生態系研究基金（※）へ
ご寄付をいただきました。今後、当セン
ターの研究活動に役立ててまいります。

※生物多様性・生態系研究基金は、京都
大学基金の中の生態学研究センターが
設置したプロジェクト支援基金です。法
人税法、所得税法による税制上の優遇措
置が受けられます。詳細は
https://www.kikin.kyoto-u.ac.jp/
contribution/biodiversity/
をご覧ください。

招へい研究員・外国人共同研究者の紹介

WEILHOEFER, Christine Lynn
ポートランド大学・准教授
期間：2022年5月16日〜2022年8月15日
研究テーマ：河川付着藻類の断続的栄養塩類供給に対する
反応

GONZÁLEZ GAJARDO, Angélica Lorena
ラトガース大学・准教授
期間：2022年7月16日〜2022年10月15日
研究テーマ：地球規模の環境変化が生態系間資源移動に及
ぼす影響：メタ解析による検証

SUBEHI, Luki
National Research and Innovation Agency・上級研究員
期間：2022年7月22日〜2022年8月18日
研究テーマ：湖沼における水質と生態学的プロセス

項目 内容

若手研究者支援 大学院生・若手研究者の研究費・海外渡航費の
支援

DIWPA DIWPA のシンポジウムや国際実習実施、広報
活動 

共同利用施設整備 全国の研究者に広く利用が開かれている研究機器・
設備の充実 

普及・啓発活動 公開講演会やオープンラボ、中高生を対象とした
実習や授業の実施 

基金の使途

センターニュース メール配信登録のお願い

CHENG, Wan-Hsuan
国立中央大学・大学院生
期間：2022年6月29日〜2023年3月28日
研究テーマ：環境変動と資源探索能力の関係について


